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世界に―つの「おくすりてちょう」配布

障がいのあるクリエイターがデザイン

軽井沢病院が4月 1日 から、世

界に一つの「おくすりてちょう」

の配布を始めた。町内のア トリエ

FV¶TA RATTARR(ラ ッタ ラッタ
ル 」で活動する障がいのあるクリ

エイターによる手づ くりで、すべ

て違 うデザイン。同ア トリエの活

重力に共鳴した稲葉俊郎院長が、「医

煮、福祉、芸術を横断する取り組

みを」と制作を依頼した。

500部作ったうち、100冊 を同病

院で無償配布。残りの 400冊 は4

月中に町内医療機関、薬局など23

カ所で配布する。

A4の用紙を半分に切って付け足
して使えるつくり。稲葉院長は「や

さしい言葉や笑顔もある意味おく

すり。それぞれが思うおくすりを

書いて使ってほしい」と提案して

いる。夫婦でてちょうを受け取り

4月 1日、軽井沢病院の職員が来院者に手渡 し。
てちょうは一つの共通のテーマをもとに、クリエ

イターがデザイン。「どんなテーマだつたか想像 し

てほしい」と稲葉院長。

にきた、南ヶ丘の70代女性は「使

うのがもったいないほどきれい。

持ってるだけで気分が晴れやかに

なる」と、喜んでぃた。

異世代交流目指し
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